
伊

勢

野

考

|
|
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
表
現
さ
れ
た
「
野
」

の

グ
イ
マ
ー
ジ
ュ

d
i
l
l

黒

晃

弘

田

は
じ
め
に

説
話
ハ
1
)
は
、
文
学
や
民
俗
学
は
い
う
に
及
ば
ず
、
様
々
な
分
野
か
ら
注
目
を
う
け
、

分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

ユ
ン
グ
や
レ
ヴ

ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
に
立
ち
、
神
話
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
地
平
を
聞
い
た
こ
と
は
詳
説
す
る

ま
で
も
な
か
ろ
う
。

説
話
に
お
い
て
我
々
は
、
現
代
の
地
理
学
が
見
失
っ
た
様
々
な
も
の
に
出
会
う
。
た
と
え
ば
、
杖
は
一
般
に
歩
行
ま
た
は
人
力
運
搬
の

補
国
具
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
が
、
説
話
に
お
い
て
は
こ
れ
が
地
面
に
つ
き
立
て
ら
れ
、
土
地
占
拠
の
表
示
や
境
界
表
示
の
意
味
を
担

伊勢野考

う
例
も
あ
る
。
杖
立
峠
な
ど
杖
の
付
さ
れ
た
峠
・
坂
な
ど
の
地
名
が
多
い
の
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
数
多
く
の

神
々
の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
占
め
の
た
め
巡
り
歩
く
神
、
鎮
ま
る
こ
と
な
く
人
聞
の
行
動
を
妨
害
す
る
神
も
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
「
動
き
う
る
も
の
」
や
「
動
く
も
の
」
に
よ
っ
て
様
々
な
場
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
解
き
明
か
す
こ

63 

と
に
よ
っ
て
、
説
話
と
現
代
地
理
学
の
接
点
を
見
出
せ
ま
い
か
。
少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
杖
な
ど
の
景
観
を
構
成
す
る
様
々
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な
地
物
、
ま
た
、
そ
れ
を
操
作
し
一
方
で
操
作
さ
れ
る
主
体
(
神
・
人
)
、

こ
の
両
者
の
属
性
や
動
き
に
か
か
わ
る
表
現
を
取
り
出
す
こ

と
が
基
本
で
あ
ろ
う
。

説
話
は
、
そ
の
多
く
は
過
去
に
お
け
る
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
伝
承
と
し
て
存
在
し
た
も
の
が
、
人
々
の
手
に
よ
っ
て
文
字
に
よ

り
集
大
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
説
話
を
様
々
な
分
野
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
角
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
現
在
、

地
理
学
に
お
い
て
も
独
自
の
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
少
な
く
と
も
、
未
だ
聞
か

れ
ぬ
地
平
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
資
料
的
な
性
格
ゆ
え
に
先
験
的
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
問
題
は
説
話
に
対

す
る
地
理
学
的
視
座
を
い
か
に
確
立
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
を
構
築
す
る
た
め
の
試
論
で
あ
る
。

風
土
記
と
説
話

古
代
日
本
の
地
誌
的
記
述
の
主
要
な
も
の
と
し
て
風
土
記
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
的
・
国
家
的

意
図
の
下
に
(
中
略
)
統
治
さ
れ
る
客
体
と
し
て
の
国
土
を
記
述
す
る
」

(
2
〉
と
す
る
見
解
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
期
の
未

完
に
終
っ
た
『
皇
国
地
誌
』
と
比
較
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
命
に
対
す
る
言
上
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
出
雲
国
風
土

記
』
に
見
ら
れ
る
蜂
・
戊
の
記
載
は
、
軍
事
的
色
彩
を
も
帯
び
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
い
っ
て
、

ま
ず
古
代
国
家
の
中
央
集
権
的
支
配

政
策
の
一
環
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
現
存
す
る
風
土
記
、
と
り
わ
け
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
述
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
地
名
起
源
を
語
る
説
話
は
、
た
だ
ち

に
政
治
的
な
意
図
に
よ
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

風
土
記
は
、
和
銅
六
年
(
七
一
一
一
一
〉
の
官
命
(
『
続
日
本
紀
』
)
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
官
命
の
内
容
は
、



①
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
ニ
好
字
一

②
其
郡
内
所
v
生
、
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
、
具
録
ニ
色
白
一

③
土
地
沃
塔

@
山
川
原
野
名
号
所
由

③
古
老
相
伝
旧
聞
異
事

以
上
の
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
⑤
で
古
老
な
ど
の
語
り
伝
え
た
旧
聞
異
事
を
記
録
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
官
命

に
対
し
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
そ
の
官
頭
を

常
陸
国
司

解

申
-
L
白
老
相
伝
旧
聞
一
事

と
し
て
始
め
て
お
り
、
各
郡
ご
と
の
項
目
に
お
い
て
も
「
古
老
日
」
で
始
ま
る
箇
所
を
数
多
く
指
摘
で
き
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
』

に
お

い
て
も
「
古
老
伝
云
(
日
ど
は
一
三
箇
所
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
主
要
な
検
討
対
象
に
す
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
、
「
古
老
日
」
や

「
古
老
伝
云
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
印
南
郡
条
に

有
ニ
石
橋
一

伝
:z:¥ 

上
古
之
時

此
橋
至
v
天

と
見
え
る
「
伝
云
」
や
「
俗
人
一
云
」
(
揖
保
郡
条
〉
、
そ
し
て
「
一
云
」
(
簡
磨
・
揖
保
郡
条
〉
、
「
一
家
云
」
(
神
前
・
託
賀
郡
条
)
に
始
ま

伊勢野考

る
別
伝
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
同
風
土
記
の
宍
禾
郡
条
に
は

都
太
川

衆
人

不
v
能
ニ
得
称
-

と
あ
り
、
地
名
の
由
来
を
語
り
伝
え
る
も
の
が
誰
も
な
か
っ
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
風
土
記
の
記
述
を
検
討
の
出
発
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
古
老
の
語
り
伝
え
た
旧
間
臭
事
を
、
そ
の
記
載
に
盛
り
込
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ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
編
纂
に
使
用
し
た
記
録
資
料
上
の
制
約
・
編
纂
者
の
デ
フ
ォ
ル
メ
が
あ
る
こ
と
は
認
め
、
そ
の
制
約

の
中
で
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

秋
本
吉
郎
は
、
「
伝
承
と
い
う
も
の
は
お
の
お
の
土
地
の
特
徴
的
と
考
え
ら
れ
る
自
然
・
人
事
と
結
び
つ
い
て
、
可
視
実
証
ま
た
は
体

験
す
る
こ
と
の
で
き
る
形
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
あ
っ
た
こ
と
と
信
じ
ら
れ
る
の
が
素
朴
な
状
態
で
あ
り
、
風
土
記
の
伝
承
は
お
お
よ

そ
こ
う
し
た
素
朴
さ
に
あ
る
」
(
立
と
す
る
。

つ
ま
り
伝
承
が
代
々
伝
え
ら
れ
、

そ
の
信
頼
性
を
獲
得
維
持
す
る
最
良
の
場
合
は
、

そ
の

内
容
に
対
応
す
る
景
観
や
、
生
産
・
宗
教
な
ど
の
人
間
活
動
が
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
社
会
生
活
の
場
の
枠
組

は
、
説
話
の
中
に
当
然
投
影
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
枠
組
の
中
で
ま
た
語
り
つ
が
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

室
賀
信
夫
は
、
風
土
記
の
説
話
に
勺
い
て
「
(
重
要
な
こ
と
は
)
こ
れ
ら
の
地
方
的
伝
承
が
い
わ
ば
天
神
遊
幸
の
信
仰
の
郷
土
的
翻
訳

と
も
い
う
べ
き
性
質
を
も
う
こ
と
で
、
そ
こ
で
は
神
々
の
遍
歴
そ
の
も
の
を
あ
と
e
つ
け
る
よ
り
も
、
ま
ず
直
接
目
に
ふ
れ
る
あ
の
丘
こ
の

村
へ
の
関
心
が
前
景
に
立
ち
、
そ
れ
を
遍
歴
神
と
結
び
つ
け
、
そ
の
行
動
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を
意
味
づ
け
る
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い

る
」
ハ
4
〉
と
指
摘
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
風
土
記
の
地
誌
的
記
述
の
特
質
は
、
む
し
ろ
社
会
生
活
の
場
に
お
い
て
語
り
つ
が
れ
た
説
話
の
形
式
に
お
い
て
、
地
理

的
知
識
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
点
に
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伊
勢
野
の
説
話
分
析

ま
ず
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
の
伊
勢
野
の
事
例
を
検
討
し
つ
つ
分
析
の
視
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

① 

(
伊
勢
野
〉

所
三
以
名
ニ
伊
勢
野
一
者

此
野
毎
v
在
ニ
人
家
一

不
v
得
ニ
静
安
一

於
v
是

衣
縫
猪
手

漢
人
万
良
等
祖

将
v
居--此



処

家
々
静
安

遂

白
v
此
以
後

立
ニ
社
山
本
-
敬
祭

在
ニ
山
山
今
一
神

伊
和
大
神
子

伊
勢
都
比
古
命

伊
勢
都
比
売
命
央

得
v
成
v
旦

即
号
-
伊
勢
不
5
)

右
の
大
意
を
記
す
と
、

伊
勢
野
と
名
づ
け
ら
れ
た
わ
け
は
、
こ
の
野
に
人
家
を
つ
く
る
と
、

い
つ
も
静
安
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
衣
縫
猪
手
・
漢
人
万
良
ら

の
祖
が
、
こ
こ
に
移
住
し
定
着
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
山
本
に
社
を
た
て
、
移
住
を
妨
害
し
た
神
を
敬
い
祭
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
神
は
山
の
嶺
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
名
は
伊
和
大
神
の
子

伊
勢
都
比
古
命
と
伊
勢
都
比
売
命
で
あ
る
と
い

ぅ
。
そ
の
結
果
こ
れ
以
後
、
家
々
は
静
安
を
保
つ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
里
を
成
す
に
至
っ
た
。
故
に
伊
勢
野
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

」
の
説
話
は
、
以
下
の
七
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

(
工
)
所
=
一
以
名
ニ
伊
勢
野
一
考

(
E
〉
此
野
毎
v
在
-
寸
人
家
-
一

不
v
得
ニ
静
安
-

(

E

)

於
v
是

衣
縫
猪
手

漢
人
万
良
等
祖

将
ν
居
ニ
此
処
一

(
百
)
立
-
ニ
社
山
本
一
敬
祭

(

V

)

在
ニ
山
山
今
一
神

伊
和
大
神
子

伊
勢
都
比
古
命

伊
勢
都
比
売
命
失

伊勢野考

(
百
)
自
ν
此
以
後

家
々
静
安

遂
得
ν
成
v
里

(
班
)
即
号
ニ
伊
勢

(
工
)
と
(
班
)
は
、
地
名
説
話
の
一
般
的
形
式
に
即
し
て
い
る
。
地
名
説
話
で
は
冒
頭
で
「
所
以
号
:
・
者
」
「
古
老
日
」
と
し
、
「
即
号
・
:
」
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「
因
名
」
と
結
ん
で
い
る
例
が
多
い
。
秋
本
吉
郎
は
こ
れ
を
形
式
記
述
と
命
名
し
て
い
る
官
三

一方、

(
E
)
i
(
百
)
は
、

こ
れ
に
対
し
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て
内
容
記
述
に
あ
た
る
(
7
)
O

こ
れ
は
各
々
場
を
一
不
す
表
現
を
一
つ
づ
っ
含
む
よ
う
、
文
脈
上
区
分
し
て
い
る
。
(
》
一
E
)
で
は
「
此
野
」
と

あ
り
、
(

E

)

で
は
「
此
処
」
、
(
W
U

〉
で
は
「
山
本
」
、

(
V
〉
で
は
「
山
与
」
、
(
百
)
で
は
「
里
」
で
あ
る
。

内
容
記
述
〔
(
E
)
J
(
百
)
〕
の
分
析
の
視
点
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
と
、
景
観
の
構
成
要
素
(
家
・
社
な
ど
)

や
行
動
主
体
(
神
・
人
な
ど
〉
と
の
関
係
、
景
観
の
構
成
要
素
や
主
体
の
属
性
に
か
か
わ
る
も
の
、
以
上
の
説
話
的
表
現
を
取
り
出
し
、
そ

の
説
話
に
設
定
さ
れ
た
場
の
性
格
を
把
握
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
他
の
事
例
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
点
の
検
討
を
加
え
つ
つ
、
説
話
に
提
示
さ
れ
た
場
相
互
の
関
係
の
解
明
を
め
ざ
す
こ
と
に
す
る
。

け

此
野
毎
在
人
家

不
得
静
安
|
|
「
野
」
に
す
む
荒
神

(
E
〉
の
部
分
は
、
「
此
野
」
と
い
う
場
に
、
「
人
家
」
と
い
う
景
観
の
構
成
要
素
が
あ
る
ご
と
に
、
静
安
を
得
な
か
っ
た
と
記
述
し
て
い

る
。
「
不
得
静
安
」
と
は
、
「
此
野
」
と
「
人
家
」
(
こ
れ
は
人
と
家
と
の
両
者
を
含
む
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
)
が
と
り
結
ぶ
関
係
の

象
徴
的
表
現
で
あ
る
。
「
不
得
静
安
」
と
は
、
「
此
野
」

へ
の
移
動
・
定
着
を
妨
害
さ
れ
、
あ
る
い
は
再
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
こ
と
は
、
(

E

)

以
下
の
文
脈
で
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
不
得
静
安
」
と
い
う
表
現
の
よ
り
目
穴
体
的
理
解
を
得
る
た
め
『
播
磨
国
風
土

記
』
の
他
の
野
に
か
か
わ
る
事
例
を
検
討
す
る
。

②
所
三
以
号
-
主
野
-
者

昔

此
処
在
ニ
荒
神
一

半
ニ
殺
往
来
之
人
一

出

此

号
-
元
野
一

以
後

品
太
天
皇

勅

:r;¥ 

此
為
-
一
悪

名

改
為
ニ
生
野
一

右
は
神
前
郡
生
野
の
地
名
説
話
で
あ
る
。
生
野
の
遺
称
地
は
、
現
在
の
朝
来
郡
生
野
町
で
あ
る
。
そ
の
位
置
か
ら
い
え
ば
、
播
磨
か
ら

但
馬
へ
ぬ
け
る
往
来
可
能
な
道
が
存
在
し
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
往
来
」
を
妨
害
し
た
「
荒
神
」

が
こ
こ
に
い
た
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

「
(
往
来
の
人
を
)
半
ば
殺
し
き
」
と
の
表
現
は
、
野
に
お
け
る
通
過
を
目
的
と
す
る
移
動
が



容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

@ 

立
野

乃
得
v
病
死
(
下
略
)
(
捧
保
郡
条
)

所
三
以
号
ニ
立
野
一
者

土
師
脅
美
宿
禰

往
ニ
来
於
出
雲
国
-

宿
ニ
於
閤
下
部
野
-

昔

雫
部
野
は
現
在
の
竜
野
市
付
近
と
考
え
ら
れ
〈
8
)
、
付
近
を
古
代
に
は
山
陽
道
が
通
過
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天

皇
七
年
七
月
七
日
乙
亥
条
に
は
、
垂
仁
天
皇
が
野
見
宿
繭
〈
9
〉
を
出
雲
よ
り
大
和
に
召
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
が
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
大

和
と
出
雲
を
起
点
と
し
て
「
往
来
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
こ
の
説
話
で
は
、
日
下
部
野
に
「
宿
」

っ
た
「
脅
美
宿
禰
」
が

病
を
得
て
死
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
往
来
」
が
「
病
死
」
に
よ
っ
て
中
断
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

④
此
里
有
ニ
舟
引
原
一
昔
神
前
村
有
ニ
荒
神
一
毎
半
ニ
留
行
人
之
舟
一
於
v
是
往
来
之
舟
悉
留
ニ
印
南
之
大
津
江
一

頭
一
白
二
賀
意
理
多
之
谷
一
引
出
而
通
ニ
出
於
赤
石
郡
林
潮
一
故
日
-
一
舟
引
原
一
又
事
与
ニ
上
解
-
同

右
は
、
賀
古
郡
鴨
波
里
舟
引
原
の
地
名
説
話
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
よ
る
と
神
前
村
に
寸
荒
神
」
が
お
り
、
沿
岸
の
「
行
人
之

上
ニ
於
川

舟
」
を
「
半
留
」
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
②
と
同
じ
く
往
来
を
妨
害
す
る
神
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
部
分
が
注
目

さ
れ
る
。
荒
神
の
妨
害
を
避
け
る
た
め
往
来
す
る
舟
は
み
な
印
南
の
大
津
江
(
加
古
川
河
口
部
〉
に
留
ま
り
、
そ
の
後
印
南
川
ハ
加
古
川
〉

~
を
逆
上
り
、
賀
意
理
多
之
谷
よ
り
舟
を
引
き
出
し
て
林
潮
(
明
石
市
林
)
に
通
し
た
と
い
う
。

賀
意
理
多
之
谷
が
不
明
な
た
め
、
そ
の
具
体
的
な
移
動
ル
l
ト
は
現
在
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
稲
美
町
六
分
一
に
は
舟
引
と
い
う

伊勢野考

小
字
が
確
認
で
き
、
こ
れ
を
舟
引
原
の
遺
称
と
し
、
賀
意
理
多
之
谷
を
曇
川
と
す
る
ル

l
ト
と

av
林
潮
に
舟
を
出
し
た
こ
と
に
注
目

69 

す
る
草
谷
川
・
明
石
川
ル

l
ト
の
二
つ
が
推
定
さ
恥
な
く
も
な
い
(
図
1
参
照
〉
。

い
ず
れ
の
ル
I
ト
を
採
る
か
は
こ
こ
で
は
判
断
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
舟
の
迂
回
移
動
す
る
起
点
・
終
点
に
注
目
し
、

目
を
や
る
と
印
南
野
台
地
沿
岸
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
間
は
、
と
く
に
東
部
に
お
い
て
印
南
野
の
洪
積
台
地
が
直
接
海

つ
い
で
そ
の
間
に
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(播磨灘)

o 2knt 
~・

岸
線
と
な
り
、
明
石
市
東
二
見
か
ら
林
に
か
け
て
著
し
い
海
岸
侵
食
を
う
け
て

い
る
。
そ
の
た
め
寄
港
す
る
に
は
不
適
な
単
調
な
海
岸
線
を
な
し
、
気
象
条
件

が
悪
化
す
る
と
、
と
く
に
小
型
船
は
航
行
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
。
同
風
土

記
揖
保
郡
条
に
、

舟の移動ルート(推定)

⑤
宇
須
伎
津

将
平
ニ
韓
国
一

所
三
以
名
目
一
宇
須
伎
一
者

右

大
帯
日
売
命

度
行
之
時

御
船
宿
-
一
於
宇
頭
川
之
泊

自

-K泊
一
度
ニ
行
於
伊
都
一
之
時

忽
遭
ニ
逆
風
-

而
従
ユ
船
越
一
々
ニ
御
船
一

不
v
得
ニ
進
行
-

御
船

猶
亦

不
ν
得
v
進

A
F引
“
一
御
船

於
v
是

乃

追
ニ
発
百
姓
-

有
二
女
人
-

為
三
資
上
ニ
己
之
真
子
一

而
堕
-
一
於
江
一

故
号
ニ
宇
須
伎
一

と
あ
る
。
宇
頭
川
の
泊
か
ら
伊
都
に
向
か
っ
た
大
帯
日
売
命
の
船
は
、
逆
風
を

図 1

受
け
た
ち
ま
ち
進
行
不
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
船
越
」
よ
り
陸
上
で
運
び
進

か
せ
た
。
そ
の
中
の
一
女
人
が
そ
の
愛
子
を
資
人
と
し
て
た
て
ま
つ
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
「
江
」
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
と
い

め
よ
う
と
し
た
が
な
お
も
動
か
な
い
。
そ
こ
で
百
姓
を
追
加
徴
発
し
て
船
を
引

ぅ
。
ま
さ
に
海
上
航
行
の
労
苦
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
寄
港
地
に
恵
ま
れ
な
い
印
南
野
台
地
周
辺
に
あ
っ
て
み
れ
ば
一
層
困
難
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
お
そ
ら
く
風
土
記
完
成
以
後
の
時
期
に
人
工
的
に
魚
住
の
泊
が
ひ
ら
か
れ
る
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

荒
ぶ
る
神
が
い
た
と
い
う
神
前
村
は
、
遺
称
が
な
く
位
置
は
確
定
で
き
な
い
が
、
数
少
な
い
寄
港
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
そ
こ
が
、
一
『
万
葉
集
』
で
数
多
く
詠
ま
れ
(uu
、
聖
武
天
皇
が
行
幸
し
た
(
『
続
日
本
紀
』
神
亀
一
一
一
年
一

O
月
条
)
印
南
野
に
属



す
る
か
隣
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
印
南
野
の
当
時
の
範
囲
は
、
『
万
葉
集
』
に
三
例
、
海
か
ら
印
南
野
を
詠
ん
だ
歌
が

あ
る
(
き
こ
と
か
ら
言
っ
て
、
海
岸
付
近
ま
で
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
印
南
野
の
陸
上
の
「
桂
来
」
に
つ
い
て
は
、
時
代
は
下
る
が
『
今
昔
物
語
』
の
説
話
の
一
つ

ngに
典
型
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

西
国
よ
り
徒
歩
に
よ
り
京
に
上
ろ
う
と
し
た
男
が
、
印
南
野
で
一
夜
を
明
か
そ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夜
、
野
猪
が
化
け
て
男
を
お

ど
か
し
、
男
は
人
郷
(
ひ
と
ざ
と
〉
へ
逃
げ
込
ん
だ
と
い
う
。
印
南
野
で
の
宿
泊
が
不
可
解
な
も
の
の
出
現
を
招
く
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

以
上
、
野
と
主
体
そ
の
他
の
関
係
に
つ
い
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
表
現
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
移
住
円
①
)
、
通
行
(
②
〉
、
宿
泊

〈
③
)
や
航
行
(
④

γを
脅
か
す
、

「
半
留
」

半

つ
ま
り
一
般
的
な
移
動
・
活
動
パ
タ
ー
ン
の
混
乱
を
予
測
さ
せ
る
表
現
、

た
と
え
ば

殺
」
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
、
再
び
伊
勢
野
の
例
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
伊
勢
野
は
、
遺
称
と
し
て
上
伊
勢
・
下
伊
勢
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
現
在
の
姫
路
市
西
北
部
に
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
は
大
津
茂
川
を
は
さ
ん
だ
東
西
約

0
・三

1
0・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五

キ
恒
メ
ー
ト
ル
の
狭
院
な
一
谷
底
平
野
で
、
東
部
は
小
規
模
な
扇
状
地
が
並
ぶ
。
こ
の
谷
の
入
口
よ
り
や
や
南
に
あ
た
る
姫
路
市
石
倉
南
部

で
は
条
里
的
地
割
は
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
谷
底
平
野
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
播
磨
中
南
部
は
広
範
に
条
里
的
地
割
の
確
認
が
な
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
付
近
が
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
る
ζ

と
は
(
阜
、
「
此
野
」
l
「
不
得
静
安
」
が
説
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を

伊勢野考

示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(::J 

家
々
静
安

遂
一
得
成
里
|
|
「
里
」
の
成
立

伊
勢
野
①
の
事
例
の
(
百
V

部
分
で
、
「
家
々
」
が
「
静
安
」
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
こ
が
「
里
(
さ
と
ど
と
い
う
場
に
変
化
し
た

71 

こ
と
を
語
る
。

つ
ま
り
、
伊
勢
野
へ
の
移
動
・
定
着
が
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
。
次
に
、
同
風
土
記
か
ら
野
の
語
ら
れ
た
定
看
に
関
連
す
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る
説
話
を
拾
い
出
す
。

@
大
野
里
(
中
略
)
右

称
ニ
大
野
一
者

太
為
ニ
荒
野
一

故
号
-
L
人野一

(
士
山
貴
〉
嶋
安
門
御
宇
天
皇
一
之
御
世

村
上
足
嶋
等
上
祖
恵
多

請
ニ
此
野
-
而
居
之

乃
為
ニ
里
名
一

右
は
、
簡
磨
郡
大
野
里
の
例
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
荒
野
」
で
あ
っ
た
と
の
地
が
、
ど
の
よ
う
な
荊
程
で
「
大
野
里
」
と
称
さ
れ
る
に

至
っ
た
か
、
詳
細
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

L
か
し
、
宮
山
多
ら
の
開
再
開
努
力
に
よ
り
索
着
(
「
屑
之
L

)

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
予
拘
さ

れ
る
。⑦
狭
野
村

別
君
王
手
等
遠
祖

木

居
-
h
川
内
因
果
郡

因
-
一
地
不
v
便

宮
間
到
-
此
士
一

柄
云

此
野
難
v
狭

猶
可
v
居
也

故

号
ニ
狭
野
一

(
揖
保
郡
条
)

玉
手
等
の
遠
祖
が
川
内
閣
泉
郡
(
後
の
和
泉
国
〉
に
E
m
住
し
て
い
た
が
、
便
が
よ
く
な
い
こ
と
が
一
理
由
に
移
住
会
開
始
、
「
此
の
野
は

狭
く
あ
れ
ど
、
猶
居
る
ベ
し
」
と
い
っ
て
定
着
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

⑥
鴨
波
里
(
中
略
〉
土
日

大
部
造
等
始
祖
古
理
売

耕

-K之
野
一

多
種
v
粟

故
国
ニ
莱
々
里
一

右
は
、
舟
引
原
④
の
あ
っ
た
賀
古
郡
鴨
波
里
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
古
里
売
が
、
こ
の
野
を
開
墾
(
「
耕
-
批
之
野
一
」
)
、
粟
作

を
始
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
野
へ
の
移
住
直
後
は
、
大
規
模
な
濯
海
施
設
が
不
要
な
こ
う
し
た
雑
穀
栽
培
か
ら
着
手
し
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
窺
え
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
野
に
定
着
し
た
こ
と
が
部
分
的
に
せ
よ
一
示
さ
れ
る
事
例
を
取
り
出
し
た
が
、
こ
の
い
ず
れ
も
が
標
目
地
名
を
「

O
O里
」
、
「

O

O
村
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
伊
勢
野
①
の
例
に
お
け
る
「
遂
得
v
成
ν
里
」
の
里
と
行
政
上
の
里
を
混
同
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
野
が
説
話
に
登
場
す
る
事
例
の
う
ち
、

よ
り
定
着
性
の
高
い
表
現
(
「
居
」
、
「
耕
」
な
ど
)
が
一
不
さ
れ
る
も
の



は
、
里
・
村
が
標
目
地
名
と
な
.
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

同

立
社
山
本
敬
祭
ー
ー
ー
境
界
の
設
定

伊
勢
野
の
説
話
の
中
で
何
よ
り
目
を
ひ
く
の
が
「
社
を
山
本
に
立
て
て
敬
ひ
祭
り
き
」
(
百
)
と
い
う
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。
舟
引
原
④
の

事
例
で
は
往
来
の
舟
を
留
め
る
荒
ぶ
る
神
の
い
る
場
所
を
回
避
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
山
本
」
と
い
う
場
に
「
社
」
を

建
設
し
、
「
敬
祭
」
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て
移
住
を
妨
害
す
る
神
を
鎮
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
荒
ぶ
る
神
を
敬
い
祭
る
こ
と
に
つ
い

て
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
説
話
か
ら
比
較
検
討
す
る
。

①
意
此
川

坐
ニ
於
枚
方
里
神
尾
山
一

爾
時

伯
奮
人
小
保
亘

毎
遮
二
行
人
一

半
死
半
生

品
太
天
皇
之
世

出
雲
御
蔭
大
神

因
幡
布
久
漏

申
-
長
朝
庭
一

令
v
龍

於
v
是

遺
ニ
額
田
部
連
久
等
々
-

子
v
時

作
-
一
屋
形
於
屋
形

出
雲
都
伎
也

三
人
相
憂

回

作
ニ
酒
屋
於
佐
々
山
一

下
ニ
於
此
川
一
相
圧

(
揖
保
郡

而
祭
之

宴
遊
甚
楽

即
操
-
一
山
柏

控
v
帯
撞
v
腰

故
号
-
一
圧
川

条
右
の
事
例
で
は
、
神
尾
山
周
辺
を
人
々
が
往
来
す
る
の
を
妨
害
す
る
出
雲
御
蔭
大
神
を
鎮
め
る
べ
く
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
額
田
部

連
久
等
ら
の
「
令
v
篇
」
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
屋
形
田
」
に
は
神
を
祭
る
斎
場
の
屋
舎
(
「
屋
形
」
)
を
建
て
、
「
佐
々

山

に
は
神
に
供
え
る
酒
を
造
る
殿
舎
(
「
酒
屋
」
〉
を
建
て
た
。
そ
し
て
、
酒
宴
を
し
、
大
い
に
楽
し
み
、
山
の
柏
を
採
っ
て
帯
に
か

伊勢野考

け
、
腰
に
さ
し
は
さ
ん
で
、
意
此
川
を
押
し
合
い
な
が
ら
下
っ
た
と
い
う
。
押
し
合
い
祭
は
、
現
在
日
本
各
地
に
お
い
て
様
々
な
形
式
で

残
存
し
て
お
り
(
阜
、
そ
の
人
々
が
入
り
乱
れ
る
様
は
、
祭
礼
の
中
で
も
最
も
動
的
な
も
の
に
数
え
ら
れ
る
。
「
半
死
半
生
」
と
い
う
表
現

は
、
こ
う
し
た
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
動
き
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
蒔
)
O

と
も
か
く
主
体
の
動
き
そ
の
も
の
が
場

73 

の
潜
在
的
構
造
を
顕
在
化
し
て
い
る
例
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
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⑬
佐
比
岡

所
Z

以
名
ニ
佐
比
一
者

出
雲
之
大
神

在
ニ
於
神
尾
山
一

此
神

出
雲
国
人
経
ニ
過
此
処
一
者

十
人
之
中

留
ニ
五
人
一

五
人
之
中

留
三
一
一
人
一

故
出
雲
国
人
等

作
ニ
佐
比
一

祭
ニ
於
此
同
一

遂
不
ニ
和
受
一
(
中
略
)
然
後

河
内
国
茨
田
郡
枚
方
里
漢

人

来
至
居
-
一
此
山
辺

而
敬
祭
之

僅
得
ニ
和
鎮
一

因
-
一
此
神
在
一

名
目
ニ
神
尾
山
一

又

作
ユ
佐
比
一
祭
処

即
号
-
一
佐
比
岡

(
揖
保
郡
条
)

こ
の
事
例
で
は
、
前
半
に
「
出
雲
国
人
等
」
が
鋤
(
「
佐
比
」
〉
円

g
を
製
作
し
「
佐
比
岡
」
に
祭
っ
て
大
神
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
が
、

失
敗
す
る
(
「
遂
不
三
和
受
一
」
)
。
次
に
河
内
国
か
ら
移
住
し
て
き
た
漢
人
が
神
尾
山
の
「
山
辺
」
に
居
て
「
敬
祭
」
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の

大
神
を
鎮
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
(
「
僅
得
ニ
和
鎮
一
」
)
。
こ
こ
で
い
う
「
山
辺
」
は
、
伊
勢
野
の
「
山
本
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ

う

こ
こ
で
次
の
二
つ
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
事
例
を
と
り
あ
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
ま
ま
で
検
討
し
た
点
に
つ
い
て
、
典
型

的
に
そ
れ
ら
が
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

夜
万
神

石
村
玉
穂
宮
天
八
洲
所
叡
天
皇
之
世

相
群
引
率

有
v
人

箭
括
氏
麻
多
智

載
ニ
自
v
郡
西
谷
之
葦
原
一

墾
闘
新
治
ν
回

此
時

@
古
老
日

悉
尽
到
来

左
右
防
障

勿
v
令
ニ
耕
佃
一
(
俗
云

謂
v
蛇
為
ニ
夜
万
神
一

其
形

蛇
身
頭
角

率
引
免
v
難

時

有
二
見
人
一
者

破
-
一
滅
家
門
一
子
孫
不
v
継

凡
此
郡
側
郊
原

甚
多
所
v
住
之
)
於
v
是

麻
多
智

大
起
ニ
怒
情
-

着
-
設
甲

鎧
一
之

自
身
執
v
伎

打
殺
駈
逐

乃
至
ニ
山
口
一

標
挽
置
-
一
堺
堀
-

告
ニ
夜
万
神
一
云

白
v
此
以
上

聴
v
為
ニ
神
地
一

自
v
此

以

下

須
v
作
乙
人
回
一

自
v
今
以
後

吾
為
ニ
神
祝
-

永
代
敬
祭

翼
勿
ν
崇
勿
v
恨

設
v
社

初
祭
者

即
還
発
ニ
耕
回
一
十
町
余

麻
多
智
子
孫

相
承
致
v
祭

至
ν今
不
v
絶
(
行
方
郡
条
)

右
は
、
有
名
な
夜
万
の
神
一
応
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
夜
万
と
は
谷
(
ゃ
っ
・
や
と
)
の
こ
と
で
谷
の
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事



伊勢野考

原

口

地

図

葦

山

神

人

野
本
山
今

表現比較表

此

山

山
場

塁

墾闘新治国 (Pi)

社 (P2)

耕回一十町余 (P4) 

人家 (P1) 

社 (P2)

家々 (P4) 

景観の構成要
素

箭括氏麻多智衣縫猪手

・漢人刀良等祖

伊和大神手伊勢都

比古命・伊勢都比売命

体主
夜万神

例
は
、
強
湿
田
が
多
く
生
産
の
低
位
・
不
安
定
性
を
免
れ
な
い
谷
地
田
開
発
を
物
語
る

も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
説
話
を
た
ど
っ
て
い
く
と
「
夜
刀
の
神
、
相
群
れ
引
率
て
、
悉
尽
に
到
来
た

り
、
左
右
に
防
障
(
さ
〉
へ
て
、
耕
佃
(
た
つ
く
)
ら
し
む
る
こ
と
な
し
」
が
ま
ず
注

目
さ
れ
る
。
「
左
右
に
防
障
へ
て
」
は
、
居
住
す
る
と
静
安
を
得
な
か
っ
た
伊
勢
野
①

の
例
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
例
⑪
で
は
、
農
業
生
産
活
動
の
妨
害
が
表
現
さ
れ
る
。

こ
こ
で
伊
勢
野
①
と
表
現
上
の
比
較
を
試
み
る
と
次
の
関
係
が
あ
る
(
表

1
1
こ
れ

を
見
る
限
り
構
造
上
、
両
者
は
極
め
て
類
似
す
る
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
本
節
の
出
発
点
で
あ
っ
た
「
立
二
社
山
本
-
敬
祭
」
(

W

む
と
の
関
係
が
見
い

出
せ
る
部
分
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
。
麻
多
智
は
標
の
挽
を
堺
の
堀
に
た
て
る
と

夜
万
神
に
「
比
よ
り
上
は
神
の
地
と
為
す
こ
と
を
聴
さ
む
。
此
よ
り
は
下
は
人
の
田
と

作
(
な
)
す
ベ
し
。
今
よ
り
後
、
吾
、
神
の
祝
と
為
り
て
、
永
代
に
敬
ひ
祭
ら
む
。
翼

は
く
は
、
な
崇
り
そ
、
な
恨
み
そ
」
と
告
げ
る
。
「
神
地
」
と
「
人
田
」
の
境
界
設
定

-
維
持
こ
そ
が
、
敬
祭
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
「
山
口
」
を
は

①ー⑪

PI 

P2 

Pa 

P4 

さ
ん
で
異
質
な
場
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

av
つ
ま
り
「
葦
原
」
か
ら
「
神
地
」
と
「
人
田
」
に
場
が
分
節
化
し
た
の
で
あ

表 1

75 

る
。
神
の
祝
と
な
っ
た
麻
多
智
と
そ
の
子
孫
の
祭
杷
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
境
界
は
維
持
さ
れ
、
耕
田
一

O
町
が
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
境

界
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
安
定
し
た
生
産
活
動
は
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伊
勢
野
①
の
「
社
を
山
本
に
立
て
て
敬
ひ
祭
り
き
」
(
百
〉
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も
、
同
様
の
活
動
内
容
と
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

⑫
東
大
山

調
-
一
賀
批
礼
之
高
峯

即
有
同
一
天
神

名
称
ニ
立
速
男
命
一

一
名
速
経
和
気
命

本
自
v
天
降

即
坐
-
一
松
沢
松
樹
八
俣

之
上

神
崇
甚
厳

有
v
人

向
行
ニ
大
小
便
-
之
時

令
官
三
小

v
災
致
-
長
苦
一
者

近
側
居
人

毎
甚
辛
苦

目六

v
状
請
v
朝

遺
ニ
片

岡
大
連
一
敬
祭

祈
日

メ、
f 

所
v
坐
ニ
此
処
一

百
姓
近
家

朝
夕
積
臭

理
不
v
合
v
坐

宜
避
移
可
v
鎮
ニ
高
山
之
浄
境
一

於
v
是

神
聴
ニ
詰
壁
口
一

遂
登
ニ
賀
批
礼
之
峯

其
社

以
v
石
為
v
垣

中
種
属
甚
多

井
品
宝
弓
梓
釜
器
之
類

皆
成
v
石
存
之

凡

諸

鳥
経
過
者

尽
急
飛
避

無
v
当
ニ
峯
上
-

自
v
古
然
為

今
亦
同
之
(
久
慈
郡
条
〉

右
は
、
現
在
日
立
銅
山
の
あ
る
神
峰
山
と
推
定
さ
れ
る
賀
批
礼
の
高
峯
の
説
話
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
松
沢
の
松
の
樹
の
八
俣

の
上
」
に
天
降
っ
た
神
が
あ
り
、
人
が
そ
れ
に
向
か
っ
て
排
便
す
る
と
甚
し
い
崇
り
が
あ
っ
た
。
「
災
を
示
し
、
疾
苦
を
致
さ
し
め
」
た

と
い
う
。
そ
こ
で
こ
の
松
の
近
辺
に
住
む
人
々
は
、
朝
廷
に
こ
の
状
態
を
訴
え
出
た
と
こ
ろ
、
片
岡
大
連
が
派
遣
さ
れ
た
。
大
連
は
次
の

よ
う
に
祈
り
懇
願
し
た
。
「
今
、
此
処
に
坐
せ
ば
、
百
姓
近
く
家
ゐ
し
て
、
朝
夕
に
穣
臭
は
し
。
理
、
坐
す
べ
か
ら
ず
。

宜
し
く
、

j匪

移
り
て
、
高
山
の
浄
き
境
に
鎮
ま
り
ま
す
ベ
し
」
o

神
の
高
山
へ
の
移
動
を
促
す
の
で
あ
る
。
百
姓
の
家
居
す
る
場
を
「
積
臭
」
と
し
、
高

山
を
「
浄
境
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
浄
境
」
は
「
石
を
以
て
垣
を
為
す
」
社
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
説
話
の
最

後
で
「
凡
て
、
諸
の
烏
の
経
過
ぐ
る
も
の
は
、
尽
に
急
飛
び
避
り
て
、
峯
の
上
に
当
る
こ
と
な
く
、
古
よ
り
然
為
し
て
、
今
も
同
じ
」
と

記
し
て
い
る
。
石
垣
に
よ
る
「
浄
境
」
の
設
定
が
、
鳥
の
動
き
(
こ
と
ご
と
く
速
く
飛
び
去
っ
て
そ
の
上
空
に
い
る
こ
と
は
な
い
)
に
ま

で
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

同

衣
縫
猪
手
・
漢
人
刀
良
等
祖
と
伊
和
大
神
の
ニ
子
神
l
l
'渡
来
人
の
役
割

伊
勢
野
①
の
説
話
に
お
い
て
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
衣
縫
猪
子
・
漢
人
万
良
等
の
祖
と
、
伊
和
大
神
の
子
伊
勢
都
比
古
命
・
伊
勢



都
比
売
命
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
性
格
を
以
下
検
討
す
る
。

衣
縫
猪
手
・
漢
人
万
良
は
、
他
の
文
献
に
見
え
ず
そ
の
系
譜
は
明
ら
か
で
な
い
。
衣
縫
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
雄
略
一
四
年
条

月

命
ニ
臣
連
-
迎
ニ
呉
使
-

因
名
-
一
呉
原

即
安
ニ
置
呉
人
於
檎
隈
野

縫
部
-
也

漢
織
・
呉
織
衣
縫

是
飛
鳥
衣
縫
部
・
伊
勢
衣
経
之
先
也

吉
備
巨
弟
君
が
百
済
よ
り
帰
還
し
て
献
上
し
た
人
々
に
品
)
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ

と
あ
り
、
他
に
も
百
済
王
の
貢
進
者
や
〈
想
、

以
ニ
衣
縫
兄
援
一

奉
ニ
大
三
輪
神
-

以
ニ
弟
援
-
為
ニ
漢
衣

り
、
衣
縫
と
名
の
る
者
が
、
出
身
地
は
具
体
的
に
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
大
陸
か
ら
の
渡
来
系
民
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ

を
一
般
に
「
あ
や
ひ
と
」
と
呼
ん
で
い
た
と
の
推
測
が
あ
る

az

ラ
。
漢
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
名
称
通
り
渡
来
系
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
、
四

1
五
世
紀
ご
ろ
、
楽
浪
・
帯
方
郡
の
遺
民
と
称
し
た
も
の

『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
他
の
風
土
記
に
比
べ
、
は
る
か
に
多
く
の
渡
来
系
集
団
を
記
し
て
い
る

av
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
、
開
拓

者
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
話
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。

⑬
所
三
以
云
ニ
草
上
一
者

韓
人
山
村
等
上
祖

杵
巨
智
賀
那

請
ニ
此
地
一
而

上
-
(
能
磨
郡
条
)

伊勢野考

⑬
大
法
山
(
中
略
)
今

小
治
国
河
原
天
皇
之
世

所
三
以
号
ニ
勝
部
-
者

故
号
ニ
勝
部
岡
-
(
揖
保
郡
条
)

墾
v
田
之
時

其
根
尤
臭

故
号
ニ
草

有
二
東
草
一

遺
ニ
大
倭
千
代
勝
部
等
一

A
F墾
v
田

即
居
-
一
此
山
辺

⑬
で
は
、
杵
巨
智
賀
那
が
こ
の
地
へ
の
移
住
を
希
望
し
、
開
墾
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
⑪
で
は
、
大
倭
千
代
勝
部
等
を
開
拓
事
業
進
行

77 

の
た
め
派
遣
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
佐
比
岡
⑪
の
事
例
に
も
河
内
国
茨
田
郡
枚
方
里
か
ら
移
住
し
た
漢
人
が
登
場
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
具
体
的
移
動
が
あ
と
づ
け
ら
れ
る
の
を
拾
う
と
、

⑬
漢
部
里
(
中
略
〉
右

称
一
-
一
漢
部
-
者

讃
芸
国
漢
人
等

到
来
居
ニ
於
此
処
一

故
号
ニ
漢
部

⑬
大
田
里
(
中
略
〉
所
三
以
称
ニ
大
田
一
者

二土と
日

呉
勝

従
ニ
韓
国
一
度
来

声合

到
ニ
於
紀
伊
国
名
草
郡
大
田
村
一

其
後
分
来

移

到
於
摂
津
国
三
嶋
賀
美
郡
大
田
村

其
又

遷
-
呆
於
揖
保
郡
大
田
村
一

是

本
紀
伊
国
大
田
以
為
v
名
也

⑬
に
お
い
て
は
讃
岐
国
か
ら
播
磨
国
簡
磨
郡
へ
の
移
動
が
知
ら
れ
る
。
⑬
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。
旦
(
勝
は
、
韓
国
よ
り

紀
伊
国
名
草
郡
大
田
村
に
渡
来
し
、
そ
の
後
、
「
分
れ
来
て
」
摂
津
国
三
嶋
賀
美
郡
大
田
村
へ
、
さ
ら
に
揖
保
郡
大
田
村
に
「
遷
り
来
た
」

と
い
う
。
説
話
上
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
渡
来
系
集
団
が
日
本
国
内
で
移
動
ま
た
は
拡
散
し
て
い
く
様
子
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
渡
来
系
民
が
主
体
と
な
る
事
例
を
『
播
磨
国
風
土
記
』
か
ら
抜
き
出
す
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
巻
首

と
明
石
・
赤
穂
の
二
郡
を
欠
い
て
い
る
ほ
か
は
現
存
す
る
。
賀
古
・
印
南
・
簡
磨
・
揖
保
・
讃
容
・
宍
禾
・
神
前
・
託
賀
・
賀
毛
・
美
嚢

の一

O
郡
の
う
ち
渡
来
系
民
が
主
体
と
な
る
事
例
が
あ
る
の
は
四
郡
、
こ
の
う
ち
簡
磨
・
携
保
両
郡
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
著
し
い
か
た

よ
り
が
あ
る
。
こ
の
両
郡
に
は
、
播
磨
圏
内
で
最
大
規
模
の
条
里
的
地
割
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
渡
来
系
集
団
の
集
中
的
入
植
も

予
測
さ
れ
る
。

次
に
、
伊
和
大
神
の
子
伊
勢
都
比
古
命
・
伊
勢
都
比
売
命
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
両
者
と
も
他
の
文
献
ハ
窃
か
ら
そ
の
具
体
的
性
格
は

知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
親
に
あ
た
る
伊
和
大
神
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
頻
繁
に
登
場
す
る
。

⑪
林
田
里

(
中
略
〉

所
一
-
一
以
称
ニ
談
奈
志
一
者

伊
和
大
神

占
v
国
之
時

御
志
植
ニ
於
此
処

遂
生
一
一
検
樹
-

故
称
-
一
名
談
奈
志

(
揖
保
郡
条
)



渡来系記事一覧

名

1 賀古都鴨波旦 大都造等始祖古理売ム

2 傍磨郡漢部星 讃岐国漢人等

3 H 手苅丘 韓人

4 w 韓室里 韓室首宝等上祖ム

5 " 巨智呈 巨智等

6 H 草上 韓人山村等上祖杵巨智那ム

7 n 新良IDiI 新羅国人
8 H 少川塁 私部弓束等祖国又利君鼻留ム

9 揖保郡伊勢野 衣縫猪手漢人万良等祖

10 w 麻打山 伊頭志君麻良比ム

11 " 枚方里 河内国茨田郡枚方皇漢人

12 n 佐比岡 グ

13 H 大法山 大倭千代勝部等

14 " 大田里 呉勝

15 w 神嶋 韓人

16 " 韓荷嶋 " 
17 H 少宅里 漢人，川原若狭祖父

少字秦公之女

18 11 桑原里 桑原村主等

19 神前郡梗岡 百済人等

ム推定

右
の
例
で
は
、
伊
和
大
神
は
「
国
占
め
」
を

体主条当該

し
た
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

例
は
他
に
四
例
あ
る
。
「
国
占
め
」
の
結
果
、

「
御
志
」
(
み
し
る
し
)

や
「
杖
」
を
立
て
た

(
宍
禾
郡
御
方
里
条
)
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。

⑬
讃
容
郡

所
三
一
以
云
二
讃
容
一
者

大
神
妹

扶
二
柱

妹
玉
津
日

各
競
占
v
国
一
之
時

女
t，. 
ロロ

捕
ニ
臥
生
鹿
一

割
-
『
其
腹
一
而

種

稲
其
血

一
夜
之
間
生
v
苗

即
令
v

の

取
殖

大
神
勅
云

汝
妹
者

五

爾

月
夜
殖
哉

即
去
-
一
他
処

故
号
-
『
五
月

夜
郡

右
は
、
極
め
て
呪
術
的
色
彩
が
濃
い
説
話
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
玉
津
日
女
命
は
、
生
き
た
鹿
を
捕
え
腹
を
割
き
、
そ
の
生
血
に
稲
種

を
ま
い
た
と
こ
ろ
、

一
夜
で
苗
が
成
長
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
伊
和
大
神
は
、
国
占
め
を
諦
め
「
他
処
」

伊勢野考

へ
去
っ
た
。

こ
の
神
自
身
の
性
格
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
て
確
定
し
難
い
。
お
そ
ら
く
⑪
⑬
の
事
例
な
ど
か
ら
宍
禾
郡
を
中
心
に
占
拠
開
拓
し
共

79 

同
体
の
基
礎
を
作
っ
た
族
長
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
複
合
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
、
石
神
と
す
る
説
は

注
目
さ
れ
よ
う

auo
伊
和
大
神
が
祭
記
さ
れ
て
い
る
伊
和
神
社
(
宍
粟
郡
一
宮
町
〉
の
周
囲
に
は
、
巨
岩
を
も
っ
四
つ
の
山
が
(
号
、
本
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名

伊和大神子阿賀比古・阿賀比売

伊和大神

伊和大神

伊和大神

伊和大神子伊勢都比古命・伊勢都比売命

伊和大神子石竜比古命・妹石竜比売命

大神妹扶二柱

大神

大神

大神之子玉足日子・玉足比売命生子大石命

伊和大神

大神

大神

大神

大神

伊和大神

伊和大神之妹

大神

大神之妻許乃波奈佐久夜比売命

伊和大神

大神

大神

伊和大神之子建石敷命

伊和大神

伊和大神之子

体

阿和加比売命

主条

鋳磨郡英賀塁

揖保郡香山里

阿豆村

林田塁

伊勢野

H 美奈志川

讃容郡(郡名)

H 吉川

笠戸

H 雲i農里

宍禾郡(郡名)

比良美村

庭音村

稲香与

安師塁

安師川

阿和賀山

伊加麻川

雲箇塁

波加村

御方皇

w 伊和村

神前郡(郡名)

11 ~更岡

託賀郡哀布山

当該

11 

11 

11 

11 

11 

/1 

/1 

/1 

" 
" 

/1 

" 

向

4
0表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

唱

i

唱

i

τ
よ

司

i

噌

よ

噌

i

唱

i

唱

i

噌

i

唱

i
n
4
n
r
u
n
4
n
L
n
4
n
L

殿
裏
に
は
社
股
創
建
の
伝
承
を
も

つ
鶴
石
が
あ
り
、
神
社
と
深
い
関

係
を
有
し
て
い
る
。
伊
和
大
神
の

二
子
神
が
い
た
と
い
う
峰
相
山
に

連
な
る
山
系
も
、
山
頂
付
近
は
植

被
に
乏
し
く
基
盤
岩
が
露
出
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
な

お
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
は
多

ぃ
。
な
お
、
伊
和
大
神
を
祭
把
し

た
集
団
に
つ
い
て
は
、
伊
和
君
・

石
作
連
な
ど
が
主
張
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
比
較
的
素
朴
な
固

有
の
信
仰
を
守
っ
て
き
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
大
神
及
び
妻
子
な
ど
こ
の

系
統
の
神
が
登
場
す
る
説
話
を
抜
き
出
す
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
伊
和
神
社
の
あ
る
宍
禾
郡
を
中
心
に
隣
接
す
る
揖
保

-
讃
容
そ
し
て
神
前
郡
に
及
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
祭
記
し
た
集
団
の
分
布
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



以
上
、
伊
勢
野
①
の
説
話
に
登
場
す
る
主
体
に
関
す
る
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
風
土
記
の
説
話
を
み
る
限
り
、
大
陸
の
技
術
を

身
に
つ
け
た
渡
来
系
民
が
、
能
磨
・
揖
保
両
郡
を
中
心
に
移
住
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
。

一
方
、
呪
術
的
色
彩
の
濃
い
伊
和
大
神
系
の
説

話
が
、
宍
禾
郡
を
中
心
に
揖
保
・
讃
容
・
神
前
な
ど
の
北
播
磨
を
中
心
と
し
た
諸
郡
に
分
布
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

携
保
郡
は
両
者
の
接
触
地
帯
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
伊
勢
野
①
も
ま
さ
に
そ
の
揖
保
郡
に
属
す
る
。
こ
れ
は
も
う
少
し
ミ
ク
ロ
に
見

て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
伊
勢
野
の
東
に
隣
接
す
る
姫
路
市
林
田
町
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
林
田
里
⑪
の
遺
称
地
と
考
え
ら
れ
、
こ
の

説
話
で
は
伊
和
大
神
の
「
国
占
め
」
が
そ
の
主
題
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
峰
相
山
を
越
え
西
に
接
す
る
旧
余
部
村
ハ
姫
路
市
〉
は
、
こ

れ
も
す
で
に
紹
介
し
た
漢
部
里
⑮
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
渡
来
系
民
の
移
住
が
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
伊
勢
野

①
の
説
話
も
ま
た
新
た
な
位
置
付
け
が
得
ら
れ
よ
う
。

四

場
の
再
構
成

ωリ
I
伺
ま
で
に
検
討
し
た
点
を
整
理
し
て
お
く
。
伊
勢
野
の
事
例
の
「
家
々
静
安

遂
得
v
成
v
里
」
(
百
)
と
い
う
部
分
そ
れ
の
み
を
見

る
な
ら
ば
、
移
動
・
定
着
と
い
う
ご
く
一
般
的
な
人
口
移
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前

段
階
の
「
比
野
毎
y
在
ニ
人
家
一

不
v
得
ニ
静
安
-
」
(

E

)

は
、
完
全
な
定
着
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
部
す
。
そ
れ
は
他
の
野
に
関
連
す

伊勢野考

る
事
例
で
‘

一
般
的
な
移
動
・
活
動
パ
タ
ー
ン
を
混
乱
さ
せ
る
表
現
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
通
じ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
「
半
ば
留
め

る
」
で
あ
り
「
半
ば
殺
す
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
伊
勢
野
の
事
例
の
(
羽
)
の
み
、

つ
ま
り
移
動
・
定
着
を
記
す
事
例
も
あ
る
(
@
・
⑦

な
ど
)
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
野
を
語
っ
て
い
な
が
ら
も
‘
標
目
地
名
が

O
O里
や

O
O村
で
あ
っ
た
。
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し
た
が
っ
て
、
伊
勢
野
の
説
話
か
ら
、
「
静
安
な
場
」
U

里
、
「
静
安
を
得
な
い
場
」
H
野
と
い
う
、
場
の
意
味
論
的
構
造
が
浮
き
彫
り
に
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さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
両
者
を
つ
な
ぐ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
い
か
な
る
も
の
か
。
も
う
一
度
、
こ
の
説
話
の
表
現
を
検
討
す
る
。
こ
の
説
話
に

お
い
て
設
定
さ
れ
た
場
は
、
「
此
野
」
、
「
此
処
」
、
「
山
本
」
、
「
山
山
今
」
、
「
里
」
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
二
者
は
同
じ
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
を
九
・
九
・
D
H

・
P
H
と
し
、
景
観
の
構
成
要
素
(
ロ
)
、
主
体
(
ハ
)
、
並
び
に
両
者
の
R
I
D
H
と
の
関
係
表
現
(
イ
)
を
整
理
す
る

と
表
4
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
民
は
不
安
定
な
動
き
を
暗
示
す
る
関
係
表
現
(
「
不
得
静
安
」
、
「
将
居
」
)
が
あ
り
、

D
H

・
九
の

!社 l

l lE許諾t売命

表 4

ノ、

" 

園田炉・

場の分節化

P 4 (里)

動
き
の
少
な
い
静
的
な
関
係
表
現
(
「
坐
」
、
「
静
安
」
)
が
あ
る
。
そ
の
中

聞
に
、
九
の
「
立
」
、
「
敬
祭
」
と
い
う
関
係
表
現
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

静
安
を
得
な
い
場
か
ら
の
脱
却
は
、

な
ん
ら
か
の
地
物
に
よ
っ
て
境
界

を
設
定
す
る
試
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
「
人
回
」
・
「
神
地
」

(
⑪
)
や

「
山
忠
己
・
「
里
」
(
①
)
の
よ
う
な
場
の
分
節
化
は
、
「
立
て
ら
れ
た
杖
」
、

「
石
垣
」
、
「
社
」
な
ど
の
景
観
の
構
成
要
素
に
よ
り
は
じ
め
て
明
確
化
さ

れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
人
間
等
の
動
き
、
例
え
ば
祭
杷
活
動
が
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
日
l
D
H
の
関
係
は
従
っ
て
仮
に
図
2

図 2

の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
事
例
⑪
で
は
、

D
H
は
「
葦
原
」
に
対

応
す
る
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
記
紀
に
登
場
す
る
「
葦
原
の
中
つ

国
」
は
ま
さ
に
場
の
原
初
的
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
。



五

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
説
話
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
が
、
最
後
に
こ
う
し
た
説
話
の
地
理
学
的
な
視
座
に
よ
る
分
析
が
ど
の

よ
う
な
地
平
を
聞
く
の
か
、
そ
の
い
く
つ
か
の
点
と
課
題
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
伊
勢
野
①
の
事
例
に
お
い
て
「
不
得
静
安
」
「
静
安
」
と
い
う
二
つ
の
示
唆
的
な
表
現
を
得
た
が
、
こ
れ
を
一
つ
の
説
話
の
中

に
と
ど
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
他
の
資
料
を
援
用
し
つ
つ
、

よ
り
歴
史
地
理
学
的
に
意
義
あ
る
表
現
と
す
る
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
立
ニ
社
山
本
一
敬
祭
」
な
ど
の
境
界
付
近
で
の
景
観
や
人
間
行
動
の
特
殊
性
|
こ
の
両
者
は
す
で
に
あ
げ
た
説

話
の
多
く
が
語
る
よ
う
に
決
し
て
二
元
的
な
も
の
で
な
く
内
的
連
関
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
る
が

l
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
延
い
て
は
現
代
の
経
済
的
な
狭
い
枠
組
に
と
ら
わ
れ
た
都
市
・
農
村
計
画
の
変
革
を
促
す
新
た
な
視
点
を
投
げ
か
け
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
「
説
話
の
知
」
な
る
も
の
を
建
設
的
に
摂
取
で
き
る
確
か
な
基
盤
を
、
急
ぐ
こ
と
な
く
築
い
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

注説
話
を
こ
こ
で
は
神
話
・
伝
説
な
ど
の
総
称
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
。

石
田
竜
次
郎
「
日
本
に
お
け
る
地
誌
の
伝
統
と
そ
の
思
想
的
背
景
」
地
理
学
評
論
三
九
|
六
、
一
九
六
六
、
四
頁

秋
本
吉
郎
「
五
、
風
土
記
」
(
久
松
潜
一
一
編
『
増
補
新
版
日
本
文
学
史
上
代
』
)
、
一
九
七
七
、
二
一

O
頁

室
資
信
夫
「
神
々
の
遍
歴
|
国
土
記
述
の
原
初
形
態
」
(
『
人
文
地
理
学
の
諸
問
題
』
大
明
堂
、
一
九
六
八
三
四
七
七
頁

本
稿
は
、
秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
岩
波
書
庖
、
一
九
五
八
を
用
い
る
。

秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
グ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
、
八
六
六
頁

前
掲
(
6
)
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風
土
記
で
は
、
立
野
は
田
下
部
呈
の
次
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
立
野
は
現
竜
野
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
記
載
順
序
に
よ
る
想
定
。

垂
七
紀
三
二
年
七
月
六
日
己
卯
条
に
は
、
土
師
の
職
に
任
じ
ら
れ
土
部
連
等
の
始
祖
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

石
見
完
次
「
風
土
記
の
「
舟
引
原
」
に
つ
い
て
」
河
四
l
二
、
-
九
七
九

『
万
葉
集
』
二
五
三
・
九
三
八
・
九
四

0
・
一
「
七
八
・
一
一
七
九
・
一
七
七
二
・
四
三

O
一

『
万
葉
集
』
二
五
三
・
九
三
八
・
一
一
七
八

『
今
昔
物
語
』
巻
二
七

l
一
三
ハ
「
於
幡
磨
国
印
南
野
殺
野
猪
語
」

谷
岡
武
雄
『
平
野
の
開
発
』
古
今
書
院
、
一
九
六
回
、
二
一
九
頁

服
部
昌
之
『
律
令
国
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
三
、
三

O
七
頁

柏
崎
市
常
福
寺
毘
沙
門
天
の
祭
り
(
柏
崎
押
し
合
い
祭
)
な
ど

折
口
信
夫
は
、
こ
の
説
話
は
お
し
祭
り
の
一
つ
の
起
源
を
示
す
と
し
た
上
で
、
山
の
神
と
呈
の
神
と
の
争
い
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。

折
口
信
夫
「
風
土
記
に
現
わ
れ
た
古
代
生
活
」
(
岩
波
請
座
『
日
本
文
学
史
六
』
一
九
三
二
)
、
三
二
頁

井
上
通
泰
『
播
磨
風
土
記
新
考
』
大
岡
山
書
庖
、
一
九
三
一
、
二
四
六
頁

「
山
口
」
が
古
代
の
〈
土
地
分
類
V
で
あ
る
「
自
然
」
と
「
文
化
」
の
中
に
お
い
て
両
義
性
と
し
て
の
空
間
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
。

千
田
稔
「
古
代
日
本
に
お
け
る
〈
土
地
分
類
V
」
(
浮
田
典
良
・
谷
阿
武
雄
編
『
歴
史
地
理
学
プ
ロ
シ

I
デ
ィ
ン
グ
ス
』
古
今
書
院
、
一
九
八

一一)

(
四
)
『
日
本
書
紀
』
応
神
一
四
年
二
月
条

(
却
)
『
日
本
書
紀
』
雄
略
七
年
註

(
幻
)
関
晃
『
帰
化
人
』
至
文
堂
、
一
九
五
八
な
ど

(
招
)
筆
録
者
に
渡
来
系
の
楽
浪
河
内
が
加
わ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
た
だ
し
『
伊
勢
国
風
土
記
』
逸
文
に
は
伊
勢
都
彦
命
の
名
が
見
え
て
い
る
。

(
則
的
)
高
藤
昇
「
伊
和
大
神
考
」
国
学
院
雑
誌
五
七
1

六
、
一
九
五
六

長
洋
一
「
古
代
播
磨
の
石
と
石
神
|
伊
和
大
神
研
究
の
た
め
に
」
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
二
五
l
二
、
一
九
七
九

こ
の
う
ち
三
つ
を
三
つ
山
と
呼
ぶ
。
六

O
年
に
一
度
三
つ
山
大
祭
が
あ
り
、
最
近
で
は
昭
和
五
九
年
一

O
月
に
挙
行
さ
れ
た
。

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
臼
)
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M
)
 

(
日
)

(
日
)
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げ
)

(
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